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１　はじめに
　新学習指導要領特別活動編の学級活動において、「一人一人のキャリア形成と自
己実現」＊1 が新たな内容として設定され、キャリア教育＊2 を行うことになった。鈎
（2010）は、「児童生徒の自己責任能力や自制心、社会性を育んでいく上で、特別
活動に代表される集団活動や体験的活動は、きわめて重要である」としている＊3 が、
キャリア教育の要である社会性を育む代表的な集団活動・体験活動である特別活動は、
新学習指導要領では、教育活動全体を通して行われるキャリア教育の要としての役
割を担うことになったのである＊4。これによって、これまでよりも特別活動において、
キャリア教育を意識的に取り入れる必要性が生じている。
　京免（2014）は、「キャリア教育ではこれまで社会性の発達にばかり焦点を当てて
きたが、さらに社会を創造する力を育むことが要請されており、それは学級づくり・
学校づくりによって実現される」とし、特別活動で社会形成能力を獲得させる意義を
強調している＊5 が、このような特別活動におけるキャリア教育を担うためには、社
会に参画し自らを成長させ続ける教師自身のキャリア形成＊6 が必要になるのではな
いだろうか。
　そこで本研究では，教員として 30 年以上働いた教師のキャリア形成と特別活動を
軸に通常の学級で展開してきた内容について、特別活動におけるキャリア教育を支え
る教師としてのキャリア形成について、学級経営・学級づくりという視点から検討し
た。川原（2010）は、教師がライフストーリーを語ることの意味について言及してい
る＊7 が、信念や価値観を自らの教育実践とつなげて教師によって語られた内容を吟
味することは、教育の本質を検討することにもつながると考える。
２　事例紹介（教師のキャリア形成と学級づくり）
　新採用時代から退職までの四期に分け、その時期のキャリア形成と教育実践を、本
研究で紹介する教師の立場からふり返る。
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(1)　第一期－目指す教師像の確立
　小学校教師としてＡ県で採用され、初任から８年間がこの期に当たる。
　新採用６名の一人として２学年の担任となり、明るく元気な学級にと願い、学級通
信で、子どもたちの様子を家庭へ知らせると共に、手遊び歌やゲームを取り入れた楽
しい学級作りに挑戦した。
　地方で小学校の教師をしている従兄弟夫婦に、事前に聞いていた子ども像や保護者
像とは異なる現実に戸惑い、学年の先輩や主任から眼前の子どもの捉え方や保護者へ
の対応を一から教わることになった。
　「子どもの笑顔がみたい。」との一心で、楽しい時間と空間の工夫、分かる喜びを探
る授業を目指して、書籍を求め研究会に熱心に参加した。
　そこで、児童理解・他者理解の大切さに気付き、まずは自己開示をすることで子ど
もたちの実の姿が見られるようにした。
　初任校Ｑ小学校では、新採用の教育係として、子育てが一段落した 40 代のベテラ
ン女性教師２名の担当により、勤務時間終了後に教科以外の教員の服務を中心とした
様々な内容について指導を受けた。
　当時は、40 分授業で今ほど会議も多くなかったので、家庭訪問や行事の準備、お
便りノートの返事の仕方など具体的な手立てから、日常の生活についてまでレク
チャーを受けた。
　一人ではなく仲間と、学校ではなく喫茶店での指導だったためか、メモをとりなが
らもさほど緊張せずに学べたこと、教師としての姿勢や留意点については不易のもの
が多く、ずっと役立つ内容であったことに感謝している。
　またこの頃は、一斉の新採用研修は少なく、学校現場に研修が任され、水泳や器械
運動、バレーボール等の体育の実技についても得意な先生方から教わることができた。
　喫茶店での研修が終わると、新採用教師で外食をしながら一日の仕事の様子を語り
合い、夜の９時過ぎに帰宅し、深夜まで教材研究をする日々を過ごした。
　２学期に入り、子ども同士のトラブルで事情を聞きに家庭訪問した際、原因をつ
くった方の母親から、「子どもを産んだことのない先生には、親の気持ちは分からな
いわよ。」というショックな言葉を浴びた。我が子が母親に叱られまいとして嘘をつ
いてしまったことが、その場で判明したすぐ後のことだった。保護者対応としては、
上司にも適切だったと評価してもらったが、この先結婚して出産するまで、母親の立
場からこの様に言われるのかと思うと、自信を失いかけて、転職の二文字が頭をよ
ぎった。
　その頃、隣のアパートに住む小学校教師のＦ先生ご夫妻と知り合い、食事の誘いや、
コンクールに出品する絵の選出など、親切に関わってくださり、助言を受けていた。
　Ｆ先生から、教師だけの勉強会に誘われ、幼稚園から高校の教師までが集う会に
参加すると、Ｇ先生に出会い、転職の悩みを打ち明け、指導を受けることができた。
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「経験は大事だが、経験主義の末路は、惨めです。学問の否定だからです。あなたの
眼前の子どもたちは、学問するために生まれてきたといっても過言ではない。その母
親に聞いてごらんなさい。地球が丸いことをどのような経験から知りましたかって。」
前後の言葉は定かではないが、落ち込んでいたため、確実にこの言葉に元気をもらい、
出産未経験の呪縛から解き放たれた思いだった。
　Ｇ先生はこの勉強会で、自身の教師になった動機と教育実践について語られたが、
子どものもつ可能性を信じてその子の成長のために尽くし、教職への使命感にあふれ
た姿に、あこがれを持った。この出会いから、物事をポジティブにとらえ、「子ども
の笑顔がみたい教師は、まず自分が笑顔でチャレンジする」ことの大切さを学び、Ｇ
先生との出会いとチューター的存在のＦ先生の支援を受けられる機会を得て、「子ど
もの良さを引き出し、その子の可能性を信じ抜く教師」が目指す教師像となった。
　２年目は１学年の担当で、表情が乏しく、言語の表出が苦手で、出席の名前を呼ば
れても「はい。」という返事が聞き取れない児童を受け持った。気温の低い日や、５
校時の日は、トイレに間に合わないこともあった。
　「はい。」の返事の代わりに、右手をあげることを気長に指導しながら、我が子の
入学のために仕事を辞めた母親の電話やお便りノートでの要求に誠実に取り組んだ。
「□ちゃん。」と子どもたちは優しく接し、「お着替えタイム」や「変身コーナー」で
の約束を守る学級集団に成長していると感じていた頃、母親が学校にツバの破れた黄
色い帽子を持参して抗議に来られた。
　「こんなひどい、いじめを受けている。早く犯人を捜してください！」との声に
「事実を調べる時間をいただけますか。」と返事をした。母親が帰った後に、家庭の
事情をよく知る教頭から、「彼女がどんな思いで職場を去ったかよくよく考えて、対
処するように。」との指導を受けた。
　翌日子どもたちへ状況を聞くと、「□ちゃんが、自分で破いていたとこ、見たよ。」
と数人が答え、本人に尋ねると、こっくりと頷いた。子育ての経験豊かな母親であっ
ても、冷静に状況を把握することが難しいことをこの事例で学んだ。
　３年目の４月から５学年を担任することになり、準備で忙しい春休みに、体調の変
化を感じ、すぐに病院で受診した。
　毎日学級の１年生をハグして見送っていたため、風疹が伝染し、高熱で新学期の２
日間を出勤停止となった。始業式からの出会いが２日間出遅れて焦ってしまった為、
遅れを取り戻そうと指示事項を早口で伝えながら、何故か新調のジャンパースカート
の右ポケットに、ボールペンでぐるぐる線を描いていたらしい。
　アパートに帰って線を見つけ、翌日の朝の会で「落書き事件」と題してそのときの
思いを語った。子どもからの、「私たちどうしようか迷っていたんです。」「先生と初
めてあったばかりで……。」との声を耳にして、初対面でなかったら、ポケットの線
は１本くらいですんだはずだが、人間関係ができていないとこのような結果になるこ
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とに気づかされた。油性のボールペンで、クリーニングに出しても落ちなかったため、
部屋で片付け時のエプロン代わりに使用し、子どもと関わることの大切さを忘れない
ための服とした。おかげで、着用時に、学級歌や創作ダンス、発表会のプログラムな
どが創出できた。
　５学年では、日記指導を中心に児童理解に努め、放課後は校庭でソフトボールに興
じた。委員会活動やクラブ、児童会の活動と子どもたちが積極的に取り組み、６学年
の卒業式での素晴らしい合唱は、保護者から感動と感謝の言葉をもらった。Ｑ小学校
は特別活動の推進校で、校長の専門が特別活動だったこともあり、児童の自治的な活
動が保証され、児童が主体的に学校生活に関わる姿に接し、教師が主導する学校行事
では得られない感動と、子どもの成長を見守り、待つ大切さを知った。
　翌年結婚し、第一子を出産した。この時期はまだ、女性教師に受け持たれると産休
や育休があるので、男性教師の方が好ましいという感覚が保護者には残っていた。し
かし命の誕生を感じる最良の機会ととらえ、大きなお腹を子どもに触らせ、胎動や母
の気持ちを伝えることにした。産休に入る前に保護者から感謝の手紙をたくさんもら
い、親としての思いを共有できた。
　Ｑ小学校時代、国語研究部に属し、中学年では音読を、低学年では詩の学習を通し
て、読むことや書くことに興味を持たせ、積極的に授業を公開するようにした。多角
的な視野から、授業の振り返りと自身の課題に向かうためだったが、楽しい授業と基
本的事項の定着を模索している最中であり、先輩方の厳しい指摘や温かい励ましに、
教師の力量形成において、充実した時期でもあった。
　第二子を出産すると、学校での校務分掌も増え、益々多忙を極めるようになり、研
究会や研修などに十分に時間を割けなくなった。保育園に迎えに行ってもらえる方を
探し、二重保育を数年行った。
　経済的な負担は増えたが、子どもにとって保育園のお迎えが最後になる寂しさが解
消され、集団でいる時間の短縮で、母親が迎えに来るまで二人だけで過ごせる心地よ
さを目にし、精神的には楽になった。
　帰宅後は、二人を夜９時までに寝かしつける生活リズムを作り、仕事に支障を来さ
ないように努力した。一方、我が子の子育てについて、母親の役割が果たせているか
気になり、発達課題や幼児の心理に対する興味が強くなった。親が子どもに深くつよ
い願いを持つことを肌身で感じ、学級づくりの柱として、さらに慈愛あふれる関わり
から「子どもにとっての最適な環境たる教師」を目指していこうと思うようになった。
(2)　第二期－授業・評価モデルの探求
　Ｒ小学校での８年間、Ｃ小学校の３年間は、授業作りと評価について探求していた
時期である。教えることと評価することは一体であるが、第一期では相対評価から、
相対評価を加味した絶対評価へと移行してきたが、現在ほど評価規準が明確なもので
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はなく、可視化しにくいものへの評価についての疑問が日増しに募っていった。
　一斉指導で知識を注入し、テストで定着の度合いによってＡからＣまでの評価を下
すことは、教師の決めた枠にはめ、レッテルを貼るようで、どうにもしっくりこず、
学期末の評価の時期がやるせなかった。この時期には、自閉症やＡＤＨＤの診断を
うけた子や不登校や登校渋りなど、特別な支援を要する児童たちを受け持ったが、出
会ったときと現在では、ものすごい成長や発達をしていても、その子にあった評価や
通知表は認められていないため、言葉で伝えるしか術が見つからず、残念な思いに終
始した。Ｉ市の研究員として、大学の准教授の指導のもと、学級担任がおこなう教育
相談に関して学ぶ機会を得た。
　学級担任として、共に過ごし関わりをもつ児童に、カウンセリングマインドや、傾
聴の態度で臨むことがしっくりときて、教師の願いを表に出す授業や学級経営ではな
く、一人ひとりが集まっての学級集団として認識し、まず「聴く」「待つ」ことので
きる自身へ成長できるよう心がけた。
　３校目の転勤で念願が叶い、初めての３学年の担任になった。転勤したばかりで、
先入観がないことが幸いし、唯一学校でエアコンのついた PC ルーム（翌年機器が入
るため空き教室になっていた。）で、創作のダンスの練習に取り組んだところ、涼し
い環境の中で、難しい隊形移動もすぐにマスターし、運動会当日は保護者が感動の涙
を流す結果となった。もともとエネルギーのあふれる子どもたちが、集中を欠く広い
運動場で、遠くで指示する動きを覚えられるはずがなく、全体練習を減らしてダンス
リーダーを活用した小単位や個別の練習での取り組みで、一人ひとりの上達も確認で
き、自己肯定感につながった。
　授業づくりでは、事前に家庭学習で自分の考えをまとめ、隣同士やグループで多様
な考えがあることを知り、その後全体で考えるやり方を継続させた。また、ゲスト
ティ－チャーを招く授業から、学習内容の興味や関心を高めるだけでなく、その方の
生き様に触れさせることができ、お礼の文集では、学習態度を褒めてもらうなど自己
有用感を育む機会となった。
　学級づくりでは、一人ひとりの強みを生かすグループ編成を実施し、生活班と係を
つなぎ、人間関係作りに困り感を持つ児童への手立てとした。学習だけでなく、生活
面でも互いに協力し合い、子どもたちの信頼関係から保護者間の信頼関係に発展した
結果、普通ならトラブルになるようなことが起きても、「お互い様だから。」と許し合
うなど担任が間に入ることがほとんどなくなった。そして、我が子だけではなく、学
級の子どもたちの成長を認め励ます環境が整ってきた。
　翌年持ち上がり、４年生として市の音楽会に学年の代表として、担任する学級が出
場することになった。発声練習に用いるコルクは酒屋さんから、太鼓の事前練習とし
ての段ボールは商店からと、保護者からの支援を受けながら、本番に臨んだ。子ども
たちは２曲の演奏を成功させるため、自主的に朝の持久走を始めた。はじめは何の曲
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か分からないところから、徐々に聴き応えのある表現に変わっていくと、学級便りに
保護者からの投稿が増え、当日の会場には、発表を見に多くの保護者が駆けつけてく
れた。
　感想では「我が子が全くいつもと違う表情で演奏する姿に、うれしさと驚きで涙が
出ました。」「学級の子どもたちが一つになって指揮者の先生に心を合わせて豊かに表
現し、感動しました。」「どの子もみんな、輝いていました。」等々うれしい感想を頂
けた。コンクールではなかったが、終了後連合会長から「一番の演奏でしたよ。美し
いハーモニーが心に響きました。」との言葉を聞くことが出来た。
　翌日学級に保護者から「がんばったね。おめでとう。」のメッセージが添えられた
ツリーが届けられた。思えば２年前の４月、役員決めから参加しやすいように配慮を
した学級開きからのスタートだった。学級便りで日頃の子どもの成長を伝えながら、
授業参観や保護者会では参加型の工夫をこらした内容にし、保護者で教室がいっぱい
になった。保護者会で社会見学や行事の様子をスライドで紹介すると、子どもの成長
を感じ取ってもらえ、喜びを共有し、家庭でその様子が話題になった。学年末の学習
発表会は児童の発案による「オペレッタ」にして、一人ひとりが生きる日頃の学習活
動の集大成とすることが出来た。
　研究員としては、取り組んだ学級作りの実践を市の研究発表大会で発表し、翌年は
市の代表者として、Ｋ管内の研究大会で発表した。講評として、一人ひとりを生かす
視点と、保護者との連携がすばらしく、参考にしたいとのことだった。この学年の子
どもたちや保護者が、ミニ同窓会を高校時代と二十歳で開いてくれ、再会を楽しんだ。
児童理解と保護者理解に丁寧に取り組んだ時期であったので、成長した子どもたちの
姿に、教師としての自分の成長を決意し、温かく見守ってくださった保護者に感謝の
気持ちでいっぱいになった。
(3)　第三期－授業スタイルの確立
　Ｂ市へ転勤し、９年間Ｄ小学校に勤務した時期であるが、市による様々な違いに困
惑し、１年目の土曜日は、前任校の教師仲間と昼食を共にしながら、情報交換とほっ
とする時間を過ごした。５学年の担任として受け持った学級には、学習の遅れや友人
関係のトラブルを抱え、自信や意欲をなくしている子が数名おり、本人がどの学年の
学習内容から理解できていないのかを調べることからはじめ、個に応じたワークシー
トを作成し、基礎学力の補習に取り組ませた。
　キャンプの学年指導では実行委員会をつくり、子どもからの意見を吸い上げ、例年
にないキャンプにしようとアイデアを出し合い、思い出作りと達成感を持たせられる
行事に挑戦させた。キャンプの成功体験から子どもたちは自信を持ち、高学年として
委員会やクラブで活躍する姿が見られ、運動会の表現や鼓笛の演奏で、存在感を示す
ことが出来た。６学年に進級し、子どもたちは児童会や委員会、クラブなどで委員長
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や部長に立候補し、学校全体のことを考えられるようになり、学習面でも読書や家庭
学習に意欲的に取り組めるようになってきた。
　市の国語部の部長として研究会に講師として招いたＴ氏と出会い、国語の学習会を
立ち上げ、Ｔ氏が亡くなるまでの 16 年間、国語教育と子どもとの関わり、教師論に
ついて学んだ。Ｔ氏の紹介で、国語教育学会に 18 年間と大村はま氏の会に４年間籍
を置き、対話による授業の展開と振り返りを大事にするスタイルに行き着いた。低学
年の担任が６年間あったため、生活科での「自ら問題意識をもち、体験から学ばせる
学習形態」を特別活動とリンクさせ、１学年では幼稚園と幼小連携を図り、２学年で
は１年生を招待して生き物ランドやおもちゃランドなどの異年齢交流の場から、学び
を深めていった。
　Ｄ小学校在職中に父親を突然の事故で亡くしたが、仕事があり、子どもたちの笑顔
に救われた思いであった。その時、「人での悲しみは、人で癒される」との先輩の言
葉を実感した。この時期は、地域の方とゲストティーチャーやボランティア、祭りな
ど児童指導担当者として関わることが多くなっていたが、教師は、物と事を結び、繋
げていくコーディネーターとしての役割が求められていることを再認識した。そして、
地域に開かれた学校にはその意義や思いを大切に重ねていく教師の意識改革が不可欠
だと感じていた。
(4)　第四期－若手教師の育成
　Ｅ小学校へ転勤して、Ｄ小学校に戻るまでの 12 年間は、教師としての総仕上げの
時期であり、また若手教師の育成に力を注いだ。具体的にはこの時期から、以前から
まとめている実践の記録を活用し力量向上の場として、互いに学び合う勉強会を毎月
行うことにした。参加者は大学関係者から、保育園や幼稚園の幼児教育に携わる者、
小・中・高の教員や保護者、地域の住民、医学関係者、教職志望の学生等多彩なメン
バーで構成される。１回の参加人数は、７～ 10 名程度だが、実践をもとに話し合う
一部と和やかに過ごすティータイムの二部形式で、若手教育者の育成と和みの場と
なっており現在も継続中である。
　ここでは、語り手（発表者）と聞き手（参加者）による新たな学びが、認識と経験
を生じさせ、発表者は自身が思い至らなかった実践の価値付けや意味づけを得て、課
題への手立てを思考することも可能になる。教師として記録を残すことの重要性が理
解できたのは、Ｅ小学校が総合的な学習の推進校で、学習の足跡を見て取れるポート
フォリオの活用をしていたことに起因する。ただの記録ではなく、自身の思考の形や
プロセスが分かるように記述し、文字だけではなく写真や資料の切り抜きなど、自由
の範囲が広く保証されていた。
　教えられたことを写すノートとは異なり、自分のテーマの追求と教師との話し合い
で進めていく学びは、一斉授業に比べて時間はかかるが、確実に自分発の学びになり、
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友だちとの関連性に気づくと、資料集めの際、友だちの分までもらうなど、関わりが
豊かになる。教師の仕事に目を向ければ、専門性として授業力や学級経営力、コミュ
ニケーション力、協働する力など多岐にわたるが、教える技術にとどまらず、人の成
長や生き方に深く踏み込むため、教師自身のパーソナリティの成熟が問われてくる。
　この勉強会で出会った、Ｏ先生夫妻が研究中の形成的評価における児童の観察法で
ある「描写レヴュー」が、自分の中でストンと腑に落ちた。本来持っている児童生徒
の強みを、複数の参加者がレヴューを通して浮き彫りにしながら、さらに成長のため
の手立てを考えていくのだが、その場に本人や保護者が同席しても心配のない敬意を
払った態度でおこなうルールがあるため、誠実な話し合いで進んでいくところに共感
し、Ｂ市の個人研究員として、その研究成果を研究所の研究大会で発表した。その後
１年間の研究制度を利用し、形成的評価について学ぶためＨ市の教職大学院へ入学し
た。
　教職大学院での学びは、新しい内容を身につけるというよりは、これまでの実践を
省察し、それまで当たり前と思って実践してきたことが、実は価値あることだと気づ
かせてもらえたかけがえのない時間だった。ここでは、すばらしい教授陣と友に出会
え、主に以下の①から④について、じっくりと検討する機会を得ることが出来、充実
した時間を過ごせた。
①　学校で起こったことや授業について話し合う機会
②　学級経営や授業について、アイデアを出し合う機会
③　相互の授業を観察し合い、中身について批評し合う機会
④　補助教材などを共同で開発する機会
　Ａ県では、特別支援コーディネーターを、全児童生徒が支援の対象であるとの意識
のもと「教育相談コーディネーター」と呼んでいる。研修を受けて教育相談コーディ
ネーターに指名されると、校内の支援体制の構築や、教育相談や支援委員会・ケース
会議、関係機関との連携、対象児童の資料の共通化と保管等、様々な仕事内容があっ
た。
　支援委員会で担当した母子を、教職大学院修了後担任することになり、１年間悪戦
苦闘した。集団に馴染みにくい児童を、学級や異年齢集団で如何に育み、周りの児童
の関わりと成長を図っていくかを常に意識しなければならない立場において、一人に
対するきめ細やかな対応への限界とジレンマに陥りそうになると、教職大学院の先生
方に相談をしたり、助言を求めたりする場があることが心強かった。学年末に「来年
も、先生がいいな。」という児童の言葉と、離任式に母親が「お世話になりました。」
と挨拶に来てくれた事実に、最後まであきらめずにやり抜いたことが報われた思い
だった。
　Ｄ小学校に転勤すると、初めて１年生を受け持つ教職５年目の男性教師と同学年に
なった。後で知ったのだが、そのころ自信を失い教師を続けるべきか悩んでいたらしい。
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　１学年の取り組みとして、まず入学式の準備から始め、学年共通の学級開きでの児
童への言葉づかいなど具体的に丁寧な指導を行った。男性教師は、些細なことでもメ
モをして素直な受け止め方をするので、教科指導・学級経営・手遊び歌など理解でき
るまで繰り返し伝えていくと、子どもの変容を報告してくれるようになった。
　授業研究のため、共に大学や他県の小学校に足を運び、教師としての力量を育む関
わりを継続していった。
　地域の教師力育成のため、毎年夏に大学の教授を招き、授業作りの研修会を開いて、
授業改善の機会とした。そこに参加した若手教師たちは年々確実に育っていて、子ど
もや教材への捉え方や関わりに変容が見られ嬉しい限りであった。同学年全員で研修
会に参加し、新たな目標を立てて取り組むと、１学年の子どもたちは、対話で授業を
つなぎ、学校行事や生活科などで自主的な判断と行動が出来るようになってきて、研
究授業や指導室訪問でも、高い評価を頂いた。
　２学年に進級した子ども達の運動会の創作表現では、国語科のスイミーの教材を取
り入れ、秋の遠足で訪れる水族館での魚の動きをビデオに撮り、その映像を見せて、
イメージをふくらませて、希望する生き物ごとのグループに分かれ、子どもに自由な
表現をさせた。
　主人公となるスイミーは、学級会での話し合いで、子どもの総意で決めた。朝の会
や帰りの会をはじめ、互いの良さを認め合う場を授業の中でも経験しているためか、
どの学級でも担任が驚くほど納得できる結果となり、スイミー役だけでなく、音楽に
合わせて物語を朗読する役や、背景を描く係、衣装を考える係など、その子の強みが
発揮されるよう工夫したことが生かされた。また、ナレーションと音楽担当は男性教
師に経験させた。夏の研修の合間に、水族館に出かけ、練習計画や映像処理、録音に
多くの時間を費やしたが、既成のダンスを覚えて演技する表現と異なり、子どもも教
師も本気になって主体的に活動する最良の体験をつかむことができた。
　この時期に、睡眠不足と過労から、運動会前に帯状疱疹にかかったが、失明の恐れ
があったと医師から聞き驚いた。それから一週間後、頸椎損傷で救急搬送され、全治
３ヶ月の療養休暇となった。出産以来の入院生活で、辛いリハビリ生活を経て、「良
くて車いす。悪くしたら、寝たきり。」という状況から奇跡の回復をとげ、３学期に
は職場復帰した。この入院で、生きること、教えること、学ぶことの意味等、再考す
る機会となり、生きていること自体が素晴らしいことだと人生観が変わった。療養休
暇の間、男性教師がしっかり学年経営に努め、復帰して迎え入れてくれる子どもたち
の姿に育ちを感じた。　
　最後の２年間は、新しく設置された「国際教室」の担当になり、外国籍の子どもた
ちへ念願の個の対応と支援を行い、教師の関わりと子どもの可能性への連関性を実感
した。
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３　考察（教師のキャリア形成と特別活動におけるキャリア教育の充実）
　キャリア教育ついては文部科学省は、その教育の枠組みの基本的な軸として、「人
間関係形成能力」、「情報活用能力」、「将来設計能力」、「意思決定能力」の４つの能
力領域をあげており＊8、本研究で紹介した教師が教師として採用された早い時期から、
人間関係の形成の基礎となるコミュニケーションが苦手な児童が、学校生活を通して
の人間関係の形成を図るためには、教科等の場で、コミュニケーションの基礎となる
力を重点的に育成する必要性を感じ工夫をしていたことは、キャリア教育の基盤とな
る力の育成について、注目していたことになる。
　また小学校段階でのキャリア教育については、「人と関わる力を身につける」こと、
「集団の中での自分の役割を理解する」こと、「働くことに関心を持つ」こと、「自分
で考えて行動する」ことなどを育てる必要がある＊9 と考えられるが、これらは本教
師が採用当初から、特別活動を中心に大事に育成しようとしていた内容と重なる。
　しかし、子ども一人ひとりが持つ本来の良さを学校生活の中で発見することに行き
詰まり、教師を辞めようと思うこととなったが、このような状況の中で、特別活動が
子どもの本来の良さを引き出すことができることを、情熱を持って語ってくれる校長
や先輩教師に出会っている。このことが大きな転機となり、子どもの可能性を信じ、
一人ひとりの子どもをどこまでも大切に育むという理想を胸に、特別活動に本格的に
取り組むようになっている。
　更には、本教師に子どもが生まれ、その子どもが周りの子どもと一緒に成長してい
く姿を、教師とは違う親という立場から見ることができるようになったことで、教師
と子どもとの関係以上に、子どもは他の子どもとの関係の中で、その子どもの良さが
輝くということを、強く実感できるようになっている。保護者の視点から俯瞰できた
ことで、子どもを見取る教師としての視野が、より豊かなものになっていったと考え
られる。
　また、教師自身の人間観・教育観の更新を、教育実践の振り返りを通して確かなも
のにすることが必要だと考え、教育の実践記録を綴りその記録を元に発表し、互いに
学び合う勉強会として実施するようになっていった。この勉強会は、本研究で事例紹
介した教師の自宅を中心会場として毎月行い、大学関係者から、保育園や幼稚園教諭
や小・中・高の教員や保護者、地域の住民、医学関係者、教職志望の学生等多彩なメ
ンバーが参加するようになっていった。
　勉強会の場で、本教師は、観察法である「描写レヴュー」＊10 にも出会うことなる。
描写レヴューとは、アメリカで生まれた『子どもを描写（観る・観察）することを通
して、その子の特質にせまっていく評価法』である。一人の子どもを、その学級内で
の動き・関心・学び方と考え方の特徴・他者との交流のしかたなどの項目に従って、
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観察したことを一人の描写者（発表者＝担任）がエピソード（または事実）を描写す
るという描写レヴューは、その子のよりよい成長のために教師は何ができるかを示し
てくれる。本教師は児童生徒が本来持っている強みを、複数の参加者がレヴュー（共
同の話し合い）を通して浮き彫りにしながら、さらに成長のための手立てを考えてい
くことで、子どもたちを観る目が養われると考えた。
　そして描写レヴューを通して、担任以外の人々と複数の目で、子どもを多角的に語
り合うことによって、担任教師の印象や思いこみを超えて、その子の長所や学び方の
個性がはっきりとしてくることを本教師は実感した。レヴュー（共同の話し合い）は、
教師が担任する児童生徒に対する教え方の自己点検につながり、学びの可能性を広げ
る方法やアプローチを考える場となるため、教師の力量形成の大きな力となると考え
られる。
　近年、通常の学級にも、特別な支援を必要とする、集団に馴染みにくい児童生徒が
一定数在籍していることが、国の調査から明らかになっている *11 が、特別活動にお
けるキャリア教育を展開していくためには、このような学級や学校の集団活動への参
加や人間関係に関わる問題に苦慮している児童生徒個々を、どのように捉え、どのよ
うに適切な支援をしていくかは、大変に大きな課題である。そのためには、教師が事
象を多面的に総合的に把握する力が必要だが、このような眼差しを持つためには、教
師自身の人間観・教育観の更新が大切であることを、本研究で紹介した教師のキャリ
ア形成の過程から学ぶことができる。
　コルトハーヘン （Korthagen, F. A. J.） は、教師の専門家としての学びにおける三
つの原理を、以下のように示している＊12 が、これらは、学習者としての教師の原理
でもあると考えられる。この三つの原理は、本研究で事例紹介した教師が専門家とし
てキャリア形成をしていった過程とも重なっていた。
1. 教師の専門家としての学びは、学習者の内的必要性を伴うことにより効果的にな
る。
2. 教師の専門的な学びは、学習者の経験に根ざすとより効果的になる。
3. 教師の専門家としての学びは、学習者が自身の経験を詳細に省察するとより効果
的になる。
　小谷（2006）は、「集団も個人にとって重要な心的対象となる」＊13 とし、河合
（2007）は、「集団というものを個人療法の視点から捉えていくと、個人にとって意
味づけられ、内面化された集団ということになる」＊14 としているが、学級集団が個人
にとってどのようなものとして意味づけられ、心的対象として内面化されるかが学級
経営では大切である。
　人間が良好な成長をするためには、エリクソン（Erikson, E. H.）は、他者と自分
に対して基本的な信頼感が得られることが必要＊15 だとし、マズロー（Maslow, A. 
H）は、まず安全が保障されることが必要だとしている＊16 が、本研究で示した事例
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では、まず、教師が児童にとって困った際に何とか助けてくれる安全基地となること
で、学級集団それ自体が、居心地の良い内的対象として内面化され、各々の児童に
とっての安全基地と化していったと考えられる。
　特に集団に馴染みにくく、人間関係に苦慮している児童生徒にとって、このように
安全基地と化していったことの意味は大きい。サリバン（Sullivan. H. S.）は環境に
対して安全保障感が持てることは、良好な人間関係を形成していく上で必須条件であ
るとし、そのためには、「対人的な場において十分な力をもっている」と確信ができ
ることが大きな要素となるとしている＊17。
　学級集団が、彼らの内面に居心地の良い心的対象として根付くためには、中村
（2012）が指摘しているように、「個人と集団の成長発達が同時に行われる過程」＊18
が必要であり、本研究の事例でも示されていたように、その核となるのは教師である。
個人と共に学級集団が成長できるように、教師自身が自分の成長を期していく必要が
ある。
　人間が自立するためには、その個人の外にある社会のなかに、適切な依存のかたち
を築き、その個人の心の内側に、信頼し頼ることができる、適切なモデルを築く必要
がある。心の外に適切な依存対象を見つけ実際に絆を結べることと、心の内に、信頼
できるモデルが内在化していることは、表裏一体の関係になっている。
　学級において、互いに信頼しあう人がいて、どこまでも、自分を信頼し、見守って
くれていると感じればこそ、子どもは安心して自己実現へと向かうことができる。学
級においてそのような生き方のモデルの核となる内的ワーキング・モデル＊ 19 として
教師が存在している。教師は、特別活動におけるキャリア教育の大事なモデルでもあ
る。
　本研究で事例紹介した教師は、自分の生き方を核とした自身の教育実践を、先輩な
どに報告し、その是非を含めて、助言を求め、自分自身の有り様も含めて、謙虚にそ
の実践を反省し、自己更新しようとしている。児童にとって、教師が頼りがいのある
安全基地となるためには、教師自身に頼りがいのある安全基地（人物）を持っている
ことが必要であるように思う。このような安全基地は、教師自身が自分の生き方のモ
デルの核となる内的ワーキング・モデルとしても機能すると考えられる。
　ルーネベルク（Lunenberg, M.）、デンヘリンク（Dengerink, J.）、コルトハーヘン
（Korthagen, F.）は、教師を教育する教育者の典型的な特性として、モデリングを
あげている＊20 が、本研究で事例紹介した教師が、専門家としての自分に行き詰った
状況の中で、特別活動が子どもの本来の良さを引き出すことができることを教えてく
れた校長や先輩教師は、教師自身が自分の生き方のモデルの核となる内的ワーキン
グ・モデルとして機能したと考えられる。
　新学習指導要領解説特別活動編には、「特別活動は、集団や社会の形成者としての
見方・考え方を働かせながら様々な集団活動に自主的，実践的に取り組み，互いのよ
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さや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して，資
質・能力を育むことを目指す教育活動である」＊ 21 とあるが、このような、キャリア
教育を含めた教育活動を可能にするためには、教師自身が所属している集団自体が、
「自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活
上の課題を解決することを通して、資質・能力を育むことを目指す」ものとなってい
く必要があるのである。特別活動におけるキャリア教育を充実させることは、本研究
で紹介した教師の所属していたような学びの集団の充実が重要である。
　そのような集団の形成と教師としてのキャリア形成は、本研究で紹介した教師の事
例に見られるように教える技術にとどまらず、児童生徒の人としての成長や生き方に
深く踏み込む、教師自身のパーソナリティの成熟にも強い影響を及ぼすと考えられる。
　本研究の教師の事例から、教師自身がその人間観・教育観を更新しながらキャリア
形成をしていくことは、担当する学級集団の成長を促進させる学級経営につながるこ
とが示唆された。またこの充実した学級経営は、特別活動におけるキャリア教育を支
える可能性があることも示唆した。そして、このような充実した学級経営をもたらす
力量を教師が形成するためには、教師自身が所属している教師集団が、共に支えあい
向上させてくれる集団であることが重要であることを、本研究で紹介した教師の力量
形成の過程から学ぶことができる。
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Teachers Career Development Process  
and Extracurricular Activity in Japan
—Class Management that Supports Career Education  
in Extracurricular Activity—
Akisumi NAGASHIMA,  Yoko SAKUMA
This case study suggests that the professional development of teacher career by renewing 
his or her own perspective on human beings and education leads to classroom management 
that promotes the growth of classroom as a group. It also indicates that the fulfilling class 
management may have a possibility of supporting career education in extracurricular activity.
In addition, in order for teachers to develop their competence to bring forth a fulfilling 
classroom management as this case study shows, it is also critical that a group to which 
teachers are attached be the one that supports and enhances each other.
